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ぼくのとうこう 

 

 「りょうたのおかあさんは、いつまでいっしょにとうこうするの。」 

あさ、ぐうぜんあったともだちにしつもんされましたが、ぼくはへんじができませんで

した。五がつになるとじぶんだけでとうこうするこがふえてきました。 

 そのひのよる、おかあさんになぜいっしょにとうこうするのかしつもんしました。 

「しんぱいだから。でもそれだけではないんだよ。みんなあんぜんにこころがけている

とおもうけど、もし、じこやけがをしたときにどうたいおうする。たとえばじてんしゃと

ぶつかったとき。ともだちがようすいろにおちたとき。」 

ぼくは、 

「ほけんしつまではしってたすけをもとめる。」 

とこたえました。 

「たすけをもとめるのはたいせつだね。でもがっこうからとおかったり、うごけられな

いときはどうする。」 

ときかれて、なやみました。 

 そのあと、かぞくみんなでつうがくろのきけんなばしょや、じこやけがをしたときにど

うたいおうするかもはなしました。ぼくがじこやけがのないようにできることは、きけん

なばしょをしっておくこと。そして、まわりをよくみること。ふあんなときはいちどたち

どまることだとおもいました。もし、ふあんなことがあってもたくさんのちいきのひとや、

おにいさん、おねえさんがみまもってくれています。 

 とうこうちゅう、しょうがっこうのちかくのおうだんほどうでおかあさんとおわかれで

す。ぼくはもう、ひとりでとうこうできます。でも、おかあさんとむしやはなのはなしを

しながらいっしょにとうこうするのがたのしみです。 

 おうだんほどうにちかづくとこうちょうせんせいや、ちいきのかたがまいあさみまもっ

てくれているのがみえてきます。 

「おかあさんいってきます。」 

「きょうもたのしんでおいで。」 

と、いつものハイタッチをしておうだんほどうをわたります。きょうもみんなにみまもら



れながら、げんきにがっこうへいってきます。 

 


